
余暇を広げる視点（今後更新あり）
～好きな活動だけがスタートではない～

好きで できる活動
生活の中の１つの活動として設定する。見通しを伝える。適切では
ない内容は、設定しない、又は適切な形に変えて設定する（場所、
内容など）。

できる活動
（好きではない・嫌いでもない）

活用し機会を設定する。見通しを伝えて実施する（終わりを明確に
する）。生活の中の１つの活動として設定する。

芽生えの活動
（好き又は好きでも嫌いでもない）

勉強や仕事のように、１対１のエリアで教える。活動内容・やり方・
見通しを見える形でわかりやすくする。できたものは自立エリアで
一人で実施する（→遊びエリア、生活の１つの活動として設定する）。

落ち着く活動
生活の中に計画的に組み込む、見通しを伝える（終わりを明確にす
る）。

興奮する活動
（好きな活動でも）

場所・境界・見通し（終わり）を明確にして実施する。

好きな活動で感覚的な
活動

場所・境界・見通し（終わり）を明確にして実施する。興奮の状態や
依存性を確認しながら調整する。
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